「保健体育科」学習指導案

                                                             広島県立広島中・高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教諭　荒石　和夫
	本学習指導案のポイント（スポーツ振興課指導主事　井上　奈巳）
県立広島中・高等学校では，高等学校第１学年全員が，柔道・剣道の選択に加えて，弓道を学習している。我が国固有の文化を学ぶという特色ある取組である。


１  実施日：平成27年11月13 日（金）（３時間目　10時50 分～11時40分（50分））

２  学年・学級：第１学年１・２組　27人（男子12人，女子15人）　
３  単元（題材）名：武道（弓道）　
４  単元（題材）について 　省略
５  単元（題材）の目標

・射法八節の基本動作について，正しい姿勢で節々を「きめ」つつ，スムーズに行うことができるようにする。【技能】

・弓道に自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること，自己の責任を果たそうとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。【態度】

・伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解し，自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。【知識，思考・判断】

６  学習活動に即した評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	運動の技能
	知識・理解

	①弓道の楽しさや喜びを味わい自主的に取り組もうとしている。
②伝統的な行動の仕方を自らの意志で大切にしようとしている。
③仲間と互いに助け合い教え合おうとしている。
④自己や仲間の健康・安全を確保している。
	①自己の技能・体力の程度に応じた射を見付けている。
②仲間に対して,技術的な課題や有効な練習方法の選択方法の選択について指摘している。
③安全を確保するために，技能に応じた適切な練習方法を選んでいる。

	①射法八節のそれぞれの節において，正しい姿勢・構えで，気迫のこもった射を行うことができる。
②射法八節の一連の流れをスムーズに行うことができる。
	①弓道の伝統的な考え方について，理解したことを言ったり書き出したりしている。
②学習した射法の名称について，学習した具体例を挙げている。
③見取り稽古の方法について，理解したことを言ったり書き出したりしている。
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８  本時の展開（６/13時間目）
（１）本時の目標

    仲間の技術的な課題を見付け，課題解決に向けた練習ができるようにする。【思考・判断】
（2）学習の展開
	展開
(時間)
	学習活動
	指導上の留意事項
（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て）
	評価規準
［観点］
（評価方法）

	導入
(２分)
	１　挨拶，本時の学習活動と目標を確認

	◇　前時の既習内容を押さえる。

	

	展開
(43分)
	２　本時の礼記射義唱和及び体配
３　全体で「射法八節」の確認
４　４（５）人１組での素引きの見取り稽古
５　演武（グループ発表）
　・　各グループの演武
　・　採点表の記録
	◇　意見交換及び動きでイメージを待たせながら振り返りを行わせる。

	・仲間に対して,技術的な課題や有効な練習方法について指摘している。
【思考・判断】
（学習カード）

	まとめ
(５分)
	６　学習のまとめ
学習目標に対し自己評価を行い，成果と課題を振り返る。
７　整列，挨拶
	◇　各班から簡潔に評価カードを基に話し合った内容を発表させる。
◇　本時終了後，練習の成果と課題等を学習カードに記入することにより，次時の活動の見通しを持たせ，意欲向上を図る。
	


仲間と互いに課題を見付け，グループでタイミングを合わせて形の完成度を高めよう！








